
 

１．件名：泊発電所３号炉の地震等に係る新基準適合性審査に関する面談 

 

２．日時：令和３年８月１８日（水）１７時２５分～１７時３０分 

 

３．場所：原子力規制庁９階耐震会議室 

 

４．出席者（※：テレビ会議システムによる出席） 

  原子力規制庁：内藤安全規制調整官、熊谷管理官補佐、佐口主任安全審査

官、海田主任安全審査官、谷主任安全審査官、磯田係員、

松末技術参与 
  北海道電力株式会社：藪執行役員 他５名 ※ 

 

５．自動文字起こし結果 

   別紙のとおり 

   ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

     発言者による確認はしていません。 

 

６．提出資料 

・泊発電所 敷地ごとに震源を特定して策定する地震動について（令和３

年７月３０日審査会合における指摘事項） 

 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:04 規制庁タニです。 

0:00:06 それではこれより面談を始めたいと思います。面談の内容としては、泊発電所

敷地ごとに震源を特定して策定する地震動についてということで、本年 7 月 30

日の審査会合における指摘事項のラップアップということで、 

0:00:23 行いたいと思います。それで、すでに事前に資料いただいてまして、私たちの

これ一応確認して特にこの記載内容についてはですね、特にコメント、追加が

必要とかそういうことはないんですけれども、 

0:00:41 北海道電力さんのほうで何かこう、 

0:00:45 確認しておきたいこと等ありましたらですね。嘘その内容について、言っていた

だけたらと思うんですけど、よろしいですか。 

0:01:11 すいません北海道電力ノジリです。 

0:01:15 今日先日の審査会合を踏まえて規制庁さんのほうも、特に我々の整理内容で

ということなんですがナンバー5 番ですね一応、 

0:01:27 検討用地震の断層モデル法の地震動評価の基本モデルを用いたアスペリティ

影響検討することっていうことで一応、 

0:01:35 具体的に三つほど整理はさせていただいてますここについてもそごがないとい

うことで 

0:01:43 理解はしておりますので、例えばですね一つ目で優等生と検討用地震につい

て一番浅いところのアスペリティ一律の挙動を確認することっていうことで、例

えばこれ複数あって、あるアスペリティ例えばＦＢ2 断層ですとか、ＦＳ10 から

の連動を考慮している断層 

0:02:02 これについてはアスペリティ二つが四つありますと、この場合は、Ａｓｐｅｒｉｔｙ例

えば一、二とあったときには 1 と 2 の一番浅いところ両方を整理した結果を足

し合わせるという結果で比較するというような理解でよろしいでしょうか。 

0:02:19 規制庁タニです。その理解で介護でコメントしたことはその理解なんですけれ

ども、何か特にこういう企業とかすごく大きいんだとかいうのが独自で検討され

るんであれば、それについてはお願いしますので、私がコメントしたのは先ほ

どの認識で。 

0:02:35 合ってると思います。 

0:02:40 北海道電力の事実了解いたしまして条線会合のコメントを踏まえての検討とあ

と趣旨としては、アスペリティのどの位置がどう地震動に支配的な影響がある

かという観点で整理をするということだと思いますのでそこら辺もし我々もで追

加があればそれは、 

0:02:57 した上でまた結果についてお示しさせていただきたいと思います。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:03:03 規制庁タニですお願いします。先行サイトでもですね、例えば大飯だとか、そう

いったところでやってる例がありますので、それも参考にしていただけたらと思

います。 

0:03:15 北海道電力ノジリ債あの大飯のほうも参考に見ておりますのでその辺見なが

ら整理させていただきます。 

0:03:26 地震動の関係に関しましては一応我々としてはこのコメントに基づいて整理を

進めたいと思いますので特にこれ、 

0:03:34 ほか確認は特にありません。以上です。 

0:03:43 規制庁タニです。はい確認できました後、これは今わかってる段階でわかって

る範囲でいいんですけどどれくらいを目途に、こういった資料整理される予定

とかありますか。 

0:04:05 北海道電力ノジリですと今一番時間ちょっとかかりそうなのが今お話させてい

ただいたアスペリティの寄与度の検討ちょっと係数がそれなりにある。 

0:04:17 ものとの地震動評価をするということになりますんでこれの時間軸を考慮する

と今 9 月中旬ぐらいに資料化ができるかなというふうに思っております。以上

です。 

0:04:30 規制庁タニですはいわかりました。またじゃあ準備ができましたら、ヒアリング

の方申し込んでいただけたらと思います。 

0:04:37 面談はこれにて終わりたいと思いますけどよろしいでしょうか。 

0:04:49 北海道電力ノジリです。人道に関する面談については、はい、こちらのほうもこ

れでＯＫ。了解いたしました大丈夫です。 

0:04:56 規制庁の谷です。それでは泊発電所の面談を終わりたいと思います。お疲れ

様でした。 

 


